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1． 目的

人口の高齢化や生産年齢人口の減少にともない，高齢者の就業を促進していくことが課題と

なっている。日本の高齢者の就業率は，他国に比べて高い水準にあるが，十分に高齢者就業が

進んでいるわけではない。

2014年の「高齢者の日常生活に関する意識調査」（内閣府）における60歳以上の人の就業希

望についての質問の結果と，2017年の「就業構造基本調査」（総務省）における60歳以上の人

の就業率を比べると，高齢者のなかで就業を希望していても，実際には仕事につけていない人

が多く存在していることが明らかになっている。60歳以上の人全体では，就業希望と就業率

のあいだに40%近くの差があり，その差は，65歳～69歳の層で約18%，70歳～74歳の層で約

19%となっている1。

就業希望者が仕事に就けない要因として，職種，労働時間，賃金といった条件が希望と合わ

ないこと，高齢者の就業にかんする希望と仕事内容のミスマッチが起こっていることが指摘さ

れている（浦川，2013）。高齢者の就業支援を進めていくためにも，高齢者の就業にかんする

希望を把握することが重要である。

本稿では，高齢者の就業にかんする希望のなかでも業種や職種についての希望に着目する。
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要　約

　2019年に福岡市が実施した 「福岡市高齢者の就業に関する調査」 のデータを二次分析し， 就業中の高齢者の現在の

業種 ・ 職種によって， 今後も同じ業種 ・ 職種を希望するかどうかに違いがみられるかを検証した。 分析対象者を同じ業種

（職種） 希望群， 同じ業種 （職種） と他の業種 （職種） 希望群， 他の業種 （職種） 希望群， 希望なし群に分類した。 今

後希望する業種 ・ 職種 （4分類） と性別， 年齢区分， 現在の業種 ・ 職種とのクロス集計を行った。 学術研究 ・ 専門 ・ 技

術サービス業の人， 専門職 ・ 技術職や事務職の人に同じ業種 ・ 職種を希望する人が多い， 生活関連サービス業や卸 ・ 小

売業の人， 管理職の人に他の業種 ・職種を希望する人が多いという結果が得られた。
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1 小池高史（2020）「就業と健康長寿」長寿科学振興財団『健康長寿ネット』
 https://www.tyojyu.or.jp/net/topics/tokushu/shakaisanka-kenkochoju/shugyo-kenkojumyo.html（アクセス日：

2020 年 4 月 6 日）
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現在就業中の60歳以上の高齢者が，今後同じ業種や職種で働くことを希望しているのか，違

う業種や職種で働くことを希望しているのかを明らかにする。

高齢者の就業希望を分析した先行研究では，現職の仕事内容によって，今後同じ仕事を継続

したいか，転職したいかに違いがあることが示されている（永野，2012）。そこで本稿では，

現在の業種・職種によって今後も同じ業種・職種を希望するかどうかに違いがみられるかを検

証する。

2． 方法

2019年に福岡市が実施した「福岡市高齢者の就業に関する調査」のデータを二次分析した。

調査対象は福岡市内に住む60歳～74歳の人のうち3,000人であった。対象は，住民基本台帳よ

り各行政区の60歳～74歳の人口構成比に応じて区ごとに層化抽出法（比例配分法）で抽出し

た。 調査時期は 2019 年 7月で， 調査方法は郵送法であった。 有効回答数は 1,922（回収率

64.1%）となった。調査データの二次分析にあたって，福岡市から個人情報や自由記述内容を

消した個票データ（匿名データ）の提供を受けた。

分析対象は，1,922人のうち就業中（969人）で今後も働く意思を持っている人（905人）と

した。

調査票では，調査時点での業種と職種を単一回答で，今後希望する業種と職種を複数回答で

尋ねている。

業種の選択肢は，農林水産業，宿泊業，飲食サービス業，娯楽業，教育・学習支援業，医

療・福祉，生活関連サービス業，公務，その他サービス業，学術研究・専門・技術サービス業，

建設業，製造業，電気・ガス・熱供給・水道業，情報通信業，運輸業・郵便業，卸・小売業，

不動産業・物品賃貸業，金融・保険業，その他の19種であった。

職種の選択肢は，管理的職業，建設・採掘，運送・清掃・包装等，専門的・技術的職業，事

務，販売，サービス職業，保安職業，農林漁業，生産工程，輸送・機械運転，その他の12種

であった。

調査時点での業種・職種と，今後希望する業種・職種の回答を整理し，分析対象者を今後の

業種・職種についての希望から，同じ業種（職種）希望群，同じ業種（職種）と他の業種（職

種）希望群，他の業種（職種）希望群，希望なし群に分類した。

分析は，今後希望する業種・職種（4分類）と性別，年齢区分，現在の業種・職種とのクロ

ス集計およびχ2検定を行った。
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3． 結果

表 1～ 3 は，分析対象者の基本情報，現在の業種・職種を示している。今後の業種の希望で

は，同じ業種希望が43.6%，同じ業種と違う業種希望が10.9%，違う業種希望が16.1%，希望

なしが26.5%であった。

今後の職種の希望では，同じ職種希望が52.4%，同じ職種と違う職種希望が6.2%，違う職種

希望が11.0%，希望なしが26.1%であった。

業種としては，その他サービス業，卸・小売業，医療・福祉に就いている人が多く，職種で

は，サービス職業や専門的・技術的職業が多かった。

表 1 　分析対象者の基本情報（N=905）

カテゴリー ％

年齢 60-64 41.9
（平均±標準偏差＝66.0±4.1） 65-69 34.8

70-74 23.0
性別 女性 45.4
業種希望 同じ業種希望 43.6

同じ業種と違う業種希望 10.9
違う業種希望 16.1
希望なし 26.5

職種希望 同じ職種希望 52.4
同じ職種と違う職種希望 6.2
違う職種希望 11.0
希望なし 26.1

表 2 　分析対象者の今の業種（N=905）

業種 N %
農林水産業 16 1.8
宿泊業 4 0.4
飲食サービス業 54 6.0
娯楽業 10 1.1
教育・学習支援業 55 6.1
医療・福祉 124 13.7
生活関連サービス業 42 4.6
公務 12 1.3
その他サービス業 155 17.1
卸・小売業 129 14.3
学術研究・専門・技術サービス業 44 4.9
建設業 70 7.7
製造業 54 6.0
電気・ガス・熱供給・水道業 11 1.2
情報通信業 10 1.1
運輸業・郵便業 51 5.6
不動産業・物品賃貸業 29 3.2
金融・保険業 21 2.3
その他 9 1.0
無回答 5 0.6
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表 4・表 5 は，性別・年齢区分と今後の業種・職種の希望とのクロス集計結果である。有意

差がみられたのは性別と今後の業種希望のみであった。男性は今と違う業種を希望する人が多

く，女性は希望なしと回答した人が多い傾向がみられた。

表 6 は，現在の業種と今後の業種希望のクロス集計結果である。

今の業種によって，今後の業種希望に大きな違いがみられた。該当者数の少ない業種につい

ては参考値として，ある程度該当者がいる業種をみると，学術研究・専門・技術サービス業の

人に同じ業種のみを希望する人が多い，生活関連サービス業や卸・小売業の人に他の業種を希

望する人が多い，その他サービス業の人に希望がない人が多いといった傾向があった。

表 7 は，現在の職種と今後の職種希望のクロス集計結果である。今の職種によっても，今

表 3 　分析対象者の今の職種（N=905）

職種 N %
管理的職業 99 10.9
建設・採掘 22 2.4
運送・清掃・包装等 88 9.7
専門的・技術的職業 193 21.3
事務 94 10.4
販売 92 10.2
サービス職業 210 23.2
保安職業 14 1.5
農林漁業 14 1.5
生産工程 21 2.3
輸送・機械運転 28 3.1
その他 12 1.3
無回答 18 2.0

表4　性別・年齢区分と今後の業種の希望（N=880，%）

同じ業種希望
同じ業種と
違う業種希望

違う業種希望 希望なし ｐ

性別 男性 43.7 13.1 19.8 23.4 .006
女性 45.9 9.0 13.0 32.1

年齢 60-64 41.9 14.7 18.4 25.1
.10265-69 48.5 8.9 15.7 26.9

70-74 44.9 8.6 14.1 32.3

表5　性別・年齢区分と今後の職種の希望（N=866，%）

同じ職種希望
同じ職種と
違う職種希望

違う職種希望 希望なし ｐ

性別 男性 54 .6 7 .1 13 .5 24 .8 .339
女性 55 .0 5 .6 9 .2 30 .2

年齢 60 -64 55 .4 8 .9 11 .3 24 .5
.32465 -69 55 .0 5 .4 11 .1 28 .5

70 -74 53 .4 3 .6 12 .4 30 .6
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後の職種希望に大きな違いがみられた。該当者数の少ない職種については参考値として，ある

程度該当者がいる職種をみると，専門職・技術職や事務職の人に同じ職種を希望する人が多い，

管理職の人に他の職種を希望する人が多いといった傾向があった。

付表 1 . 2 に，現在の業種・職種別にどのほかの業種・職種を希望していたかを示す。

表 6 　現在の業種と今後の業種の希望（N=880，%，p<.001）

現在の業種 同じ業種希望
同じ業種と
違う業種希望

違う業種希望 希望なし

農林水産業 64.3 7.1 21.4 7.1
宿泊業 75.0 0.0 0.0 25.0
飲食サービス業 50.9 17.0 9.4 22.6
娯楽業 30.0 0.0 30.0 40.0
教育・学習支援業 57.4 16.7 11.1 14.8
医療・福祉 57.4 12.3 13.1 17.2
生活関連サービス業 40.0 10.0 30.0 20.0
公務 33.3 8.3 25.0 33.3
その他サービス業 29.8 3.3 17.9 49.0
卸・小売業 40.6 18.8 19.5 21.1
学術研究・専門・技術サービス業 62.8 7.0 18.6 11.6
建設業 50.0 12.1 12.1 25.8
製造業 44.2 9.6 11.5 34.6
電気・ガス・熱供給・水道業 63.6 9.1 0.0 27.3
情報通信業 40.0 20.0 10.0 30.0
運輸業・郵便業 51.0 9.8 15.7 23.5
不動産業・物品賃貸業 27.6 10.3 24.1 37.9
金融・保険業 33.3 14.3 19.0 33.3

表 7 　現在の職種と今後の職種の希望（N=866，%，p<.001）

現在の職種 同じ職種希望
同じ職種と
違う職種希望

違う職種希望 希望なし

管理的職業 44.8 15.3 21.4 18.4
建設・採掘 47.6 4.8 19.0 28.6
運送・清掃・包装等 48.2 0.0 9.4 42.4
専門的・技術的職業 76.1 7.4 6.9 9.6
事務 58.5 11.7 6.4 23.4
販売 51.6 6.6 14.3 27.5
サービス職業 47.5 3.4 9.3 39.7
保安職業 42.9 0.0 14.3 42.9
農林漁業 61.5 0.0 15.4 23.1
生産工程 45.0 0.0 15.0 40.0
輸送・機械運転 48.1 7.4 22.2 22.2
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4． 考察

まず，今後の業種の希望に男女差がみられたことについては，男女の雇用形態の違いが背景

にあるだろう。本調査では，就業中の男性の64.1%が正社員であったのにたいし，女性では

23.8%であった。現在，正規雇用か非正規雇用かで，定年の有無など条件が異なり，今後も現

職を継続できるかどうかの展望にも違いがでる。それが今後の業種希望の違いにつながってい

るのである。

業種では，学術研究・専門・技術サービス業，職種では専門職・技術職や事務職の人に今後

も同じ業種・職種を希望する人が多いことは，高齢者への職業紹介の場でミスマッチが問題と

なることと符合している。たとえば，事務職を希望する高齢者が多いなか，事務職の求人は少

なく，やりたい仕事が見つからないことで就業につながらないといったことである。

先行研究では，所得や負債を統制したうえでも，就業を希望しているにもかかわらず無職で

ある高齢者が高学歴者に多いことが示されている（浦川，2013）。高学歴で，ホワイトカラー

の仕事に就いてきた高齢者の就業が困難であることには，本人の業種・職種の希望という要因

があることが示唆された。その意味では，管理職の人に他の職種を希望する人が多いことは意

外な結果であった。

いっぽうで，現職が生活関連サービス業や卸・小売業の人に他の業種を希望する人が多く，

その他サービス業の人はとくに希望がない人が多いといった結果がでた。このように，今後の

業種・職種についての希望に今の仕事による傾向がみられることは，高齢者への就業支援にお

いて，どのような仕事を紹介・斡旋するかを考える参考になるのではないだろうか。

また，高齢者への就業支援では，これまでの仕事と異なる業界を知るためのセミナーが行わ

れているが，同じ業種や職種を希望する人と他の業種や職種を希望する人では，違ったアプ

ローチで説明することが必要になる。その際にも，今の仕事によって業種・職種の希望のあり

方に異なった傾向があるということが参考になるだろう。
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付表 1 　現在の業種と希望するほかの業種

現業種 希望する業種（人数）

農林水産業 建設業（1）電気・ガス・熱供給・水道業（1）運輸業・郵便業（2）

建設業

農林水産業（1）電気・ガス・熱供給・水道業（2）情報通信業（2）運輸
業・郵便業（3）卸・小売業（2）不動産業・物品賃貸業（3）金融・保険
業（1）宿泊業（1）飲食サービス業（1）娯楽業（1）医療・福祉（1）生活
関連サービス業（2）その他サービス業（1）学術研究・専門・技術サー
ビス業（4）

製造業

農林水産業（2）建設業（1）情報通信業（1）運輸業・郵便業（2）卸・小
売業（2）飲食サービス業（1）娯楽業（2）教育・学習支援業（2）生活関
連サービス業（2）公務（3）その他サービス業（2）学術研究・専門・技
術サービス業（3）

電気・ガス・熱供給・水道業 学術研究・専門・技術サービス業（1）

情報通信業 建設業（1）教育・学習支援業（2）生活関連サービス業（1）

運輸業・郵便業

農林水産業（1）建設業（1）製造業（1）不動産業・物品賃貸業（1）宿泊
業（2）飲食サービス業（2）娯楽業（1）教育・学習支援業（1）医療・福
祉（1）公務（3）その他サービス業（4）学術研究・専門・技術サービス
業（1）

卸・小売業

農林水産業（3）建設業（1）製造業（8）電気・ガス・熱供給・水道業（3）
情報通信業（2）運輸業・郵便業（2）不動産業・物品賃貸業（2）金融・
保険業（2）宿泊業（3）飲食サービス業（11）娯楽業（5）教育・学習支
援業（5）医療・福祉（3）生活関連サービス業（10）公務（1）その他サー
ビス業（10）学術研究・専門・技術サービス業（4）その他（1）

不動産業・物品賃貸業
建設業（1）情報通信業（3）運輸業・郵便業（1）飲食サービス業（2）教
育・学習支援業（1）医療・福祉（1）生活関連サービス業（1）その他サー
ビス業（2）学術研究・専門・技術サービス業（2）

金融・保険業
農林水産業（1）情報通信業（1）卸・小売業（1）不動産業・物品賃貸業
（1）教育・学習支援業（2）医療・福祉（1）生活関連サービス業（1）公
務（1）その他サービス業（1）学術研究・専門・技術サービス業（1）

宿泊業 なし

飲食サービス業
農林水産業（1）製造業（2）卸・小売業（2）不動産業・物品賃貸業（1）
教育・学習支援業（1）医療・福祉（1）生活関連サービス業（6）公務（1）
その他サービス業（3）

娯楽業 製造業（1）飲食サービス業（1）その他サービス業（1）

教育・学習支援業
農林水産業（1）情報通信業（1）卸・小売業（2）不動産業・物品賃貸業
（1）宿泊業（1）医療・福祉（2）生活関連サービス業（2）公務（1）その
他サービス業（1）学術研究・専門・技術サービス業（7）その他（1）

医療・福祉

農林水産業（1）建設業（1）製造業（4）運輸業・郵便業（2）卸・小売業（2）
金融・保険業（1）宿泊業（1）飲食サービス業（4）娯楽業（1）教育・学
習支援業（4）生活関連サービス業（6）公務（3）その他サービス業（6）
学術研究・専門・技術サービス業（5）その他（2）

生活関連サービス業

農林水産業（1）情報通信業（1）運輸業・郵便業（1）卸・小売業（1）宿
泊業（2）飲食サービス業（3）娯楽業（1）教育・学習支援業（1）医療・
福祉（2）公務（1）その他サービス業（5）学術研究・専門・技術サービ
ス業（1）

公務
農林水産業（1）建設業（1）金融・保険業（1）医療・福祉（1）生活関連
サービス業（1）学術研究・専門・技術サービス業（1）

その他サービス業

農林水産業（2）建設業（1）製造業（5）情報通信業（2）運輸業・郵便業（2）
卸・小売業（6）不動産業・物品賃貸業（1）宿泊業（2）飲食サービス業
（3）娯楽業（1）教育・学習支援業（3）医療・福祉（4）生活関連サービ
ス業（13）公務（4）学術研究・専門・技術サービス業（9）

学術研究・専門・技術サービス業
建設業（3）電気・ガス・熱供給・水道業（2）情報通信業（2）卸・小売
業（1）飲食サービス業（1）生活関連サービス業（1）公務（1）その他サー
ビス業（2）

その他
建設業（1）情報通信業（1）教育・学習支援業（2）医療・福祉（1）生活
関連サービス業（1）公務（1）その他サービス業（1）学術研究・専門・
技術サービス業（1）
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付表 2 　現在の職種と希望するほかの職種

現職種 希望する職種（人数）

管理的職業
専門的・技術的職業（16）事務（5）販売（7）サービス職業（4）農林漁
業（3）生産工程（2）運送・清掃・包装等（2）その他（1）

専門的・技術的職業
管理的職業（2）事務（6）販売（2）サービス職業（9）保安職業（3）農林
漁業（2）生産工程（1）輸送・機械運転（1）建設・採掘（1）その他（2）

事務
管理的職業（2）販売（5）サービス職業（6）保安職業（1）農林漁業（1）
生産工程（3）輸送・機械運転（1）運送・清掃・包装等（2）その他（1）

販売
管理的職業（1）専門的・技術的職業（2）事務（3）サービス職業（9）農
林漁業（1）生産工程（1）その他（2）

サービス職業
管理的職業（2）専門的・技術的職業（2）事務（5）販売（2）保安職業（2）
農林漁業（1）生産工程（3）輸送・機械運転（3）運送・清掃・包装等（4）
その他（3）

保安職業 事務（1）農林漁業（1）

農林漁業 専門的・技術的職業（1）運送・清掃・包装等（1）

生産工程 事務（1）サービス職業（2）

輸送・機械運転 専門的・技術的職業（1）事務（1）保安職業（1）運送・清掃・包装等（5）

建設・採掘 管理的職業（1）専門的・技術的職業（3）運送・清掃・包装等（1）

運送・清掃・包装等 サービス職業（6）保安職業（1）輸送・機械運転（1）

その他 専門的・技術的職業（2）運送・清掃・包装等（1）


